
 

◆生徒会スローガン 

「興（おこす）」 

◆重点【あいさつ・仕事・思いやり（ボランティア）】 

 

 

＝スローガンにこめた思い（総会資料から抜粋）＝ 

この「興」という漢字には、力

を合わせて物をあげるという意

味から成り立っていて、始める・

盛んにする・奮い立たせるなど

の意味があります。 

このスローガンには、自分か

ら行動をおこして北中を盛り上

げ、さらに良い学校にしていく

という意味がこめられています。

また昨年度は、コロナ禍の中で活動が制限され、例年より消極的になっ

てしまう面もあったことから、再び北中を活気づけ、より勢いをつけていく

という決意もこめました。 

また、今年度は北中創立 40 年目という節目の年です。そこでもう一

度、“北風活動”という原点に戻り、より充実した生活を送るために、重

点を掲げました。 

① あいさつ 

・最近の生活では、あいさつの個人差が課

題として挙げられます。「元気・笑顔・会釈・

自分から」の４つの柱を意識して、あいさ

つを向上させる。 

◎毎日のあいさつ運動や強調週間をとおして、全員があいさつで

きるようにする。 

  ② 仕  事  

・全校生が「自分から」仕事に取り組めるよ

うにする。 

・自分の仕事に責任を持って取り組めるよう

にする。 

◎継続力強調週間をとおして「自分から」

仕事に取り組む意識を高める。 

③ ボランティア 

・人のために自分から行動し、ボランティアに意

欲的に取り組み、地域貢献する。 

◎アルミ缶回収やちょボラをとおしてボランティ

ア精神を高める。 

④ 部 活 動（重点にはありませんが北風活動として取り組みます。） 

・3年生は悔いを残さない、1・2年生は次につなげられるような活

動をする。 

・目標に向かって全力で取り組めるよう

にする。 

◎部対抗あいさつカップ活動をとおして

「自分から」のあいさつを意識させ、

継続させる。 

No10 長井市立長井北中学校 

５月７日（金）、生徒総会が開かれた。創立 40 年の節目にふさわしい、

すばらしい内容と受け答えで、自治の城が新たなスタートを切った。 

http://backgrounds-free.com/12-transparency/240...


「理想とする学年は･･･」 
 

 

 

 生徒会スローガンや各委員会の活動案の検討に続き、各学年協議会

から「どんな学年をめざすのか」そのために、「取り組むことはなにか」

などの発表がありました。 

 自分たちの生活や学習を見つめ、よりよく高めようとする意欲が感じら

れる内容でした。 

 

 
第１学年協議会長 
横山 侑史（よこやま ゆうし）さん 

学
年
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「START～いつでも全力１年生～」 

S：集中  T：時間（TIME）  A：あいさつ  R：ルールを守る 

T：全力で取り組む 

め
ざ
す
姿 

◇学習・・・みんなで声をかけ合って、チャイム着席ができる学年 

         一人一人が集中して授業に臨める学年 

◇生活・・・いつでもどこでも誰にでも、あいさつができる学年 

◇行事・部活動・・・みんなで一生懸命最後まで取り組む学年 

 

 

 
第２学年協議会長 
戸村 歩志郎（とむら ほしろう）さん 

学
年
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「DAYNAMITE～夢に向かって限界突破～」 

DAYNAMAITE：学年の明るさや元気だけでなく、どんな困難

も吹きとばす勢いを表す 

め
ざ
す
姿 

◇１年生をリードし、３年生を支え、北中を元気にする 

◇立派な先輩になる 

◇来年度、学校をリードする最高学年へと成長する 

 

 
第３学年協議会長 
鈴木 愛生（すずき あい）さん 

学
年
ス
ロ
ー
ガ
ン 

め
ざ
す
姿 

「5G ガチ ギア 激熱 合格 ゴール」 

◇ガチ・・・行事や受験、全てに本気で取り組む 

◇ギア・・・メリハリつけてギアを入れ替え取り組む 

◇激熱・・・全員が本気で取り組む 

◇合格・・・進路実現に向け授業や家庭学習に力を入れる 

◇ゴール・・・卒業に向かって努力し、新しいスタートを切る 

学年協議会も始動。自分たちの良さと課題に気づき、改善策を考
えて行動に移す。地道にコツコツできる力を大切にしたい。 



 


